
 

 

2014 年 9 月 16 日 

報道関係各位 

 

三井不動産株式会社 

三井不動産レジデンシャル株式会社 

東南アジアでの分譲住宅事業を加速  

タイ バンコクで新たに 2つの超高層マンション事業(計約 1,330 戸)に参画決定

■ 三井不動産株式会社と三井不動産レジデンシャル株式会社は、「三井不動産アジア」（三井不動産と

三井不動産レジデンシャルの共同出資会社：所在地シンガポール）を通じて、タイの首都バンコク

の中心エリアにおいて 2 つの超高層マンション事業（計約 1,330 戸）に参画することを決定いたし

ましたので、お知らせいたします。 

■ この度参画を決定した 2つの事業は、バンコクのアソークに位置する「アシュトン･アソーク」と、

ラチャテウィに位置する「イデオ Q サイアム・ラチャテウィ」で、いずれもバンコクの都心部に位

置することが特徴です。 

(1)「アシュトン･アソーク」：50 階建 783 戸（予定） 

計画地は、オフィス・商業施設・ハイエンド住宅が集積した地域で、バンコクで最も人気のある住宅

エリアの一つであるスクンビットエリアに位置しております。その中でも、BTS（高架鉄道）アソー

ク駅と MRT（地下鉄）スクンビット駅の 2駅・2路線が利用可能、かつ MRT スクンビット駅からは徒

歩 1分という交通利便性の高い場所です。この立地の稀少性を活かすべく、建物上層部にプールやフ

ィットネス、ライブラリーを設置するなど、共用部を充実させ、さらなる付加価値向上を図ります。 

(2)「イデオ Qサイアム・ラチャテウィ」：36 階建 550 戸（予定） 

計画地は、バンコクの主要商業エリアであるサイアム商業エリアに近接し、バンコク屈指の商業施設

「サイアム・パラゴン」等へも容易にアクセスができる、生活利便性の高いエリアに位置しており

ます。また最寄りの BTS ラチャテウィ駅からは 390m で、同駅からスクンビットエリアへは BTS で 5

駅、首都バンコクのオフィス街の中心であるシーロム/サトーンエリアへは BTS で 3 駅（BTS サイア

ム駅で乗換え）とスムーズにアクセス可能であり、交通利便性も高いことが特徴です。建物企画と

してはプライベートリフト（各住戸ごとに専有のエレベーターの出口があるプラン）やインフィニ

ティプール（端の境界線が見えないプール）の採用で周辺物件との差別化を図ります。 

■ 本 2 物件が加わり、当社の東南アジアで事業推進中の住宅物件は計 11 物件、商業施設およびホテル

を加えると計 13 物件となります。（分譲済みの住宅事業は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アシュトン・アソーク」完成予想パース 「イデオ Qサイアム・ラチャテウィ」完成予想パース 



■ バンコクの不動産マーケットは長期間安定的に成長を続けてきており、中間所得層の人口が増加し

ていることから住宅需要が強いマーケットとなっております。バンコクでは既に、今回 2 つの事業

を共同で行う「アナンダ社」と、1,598 戸のマンション事業「イデオ Qチュラサムヤーン」を推進中

で、当事業は好調に進ちょくしております。「アナンダ社」はマンションの販売においてバンコクで

2 位、タイ全国で 3 位（いずれも 2013 年実績）の有力住宅デベロッパーです。当社は、事業推進に

おいてこれまで日本国内やシンガポールで培ってきた住宅開発・マーケティングなどのノウハウを

最大限に活かし、アナンダ社と共同で開発事業を推進してまいります。 

 ■ 当社グループは海外事業を成長分野の一つに位置づけ、アジアではタイ、シンガポール、マレーシア、

インドネシアや中華人民共和国でも住宅事業に参画し、また、マレーシア「（仮称）三井アウトレッ

トパーク クアラルンプール国際空港（KLIA）」や、中華人民共和国「杉井アウトレット広場・寧波」、

「ららぽーと上海金橋」（2017 年開業予定）、台湾「台湾林口アウトレット計画」（2015 年開業予定）、

などの商業施設についても事業展開しております。なお 2012 年に公表した 2017 年度までのグループ

中長期経営計画「イノベーション 2017」では、計画期間中に欧米・アジアにおいて約 5,000 億円の

投資を行うことを表明しています。 

 

【計画概要（予定）】 

(1)アシュトン･アソーク 

所 在 地 タイ バンコク ワッタナー区クロントーイヌエア アソーク（スクンビット 21） 

交  通 地下鉄（MRT）スクンビット駅 徒歩 1分 

高架鉄道（BTS）アソーク駅  徒歩 4分 

敷地面積 4,598 ㎡ 

専有面積 住宅 28,259 ㎡ 

規  模 50 階建 

戸    数 783 戸 

スケジュール 

 

2014 年 10 月    販売開始 

2015 年 2 月    建物着工 

2017 年 8 月    建物竣工 

 

(2)イデオ Qサイアム・ラチャテウィ 

所 在 地 タイ バンコク ラチャテウィ区 パヤタイ ペッチャブリ 

交  通 高架鉄道（BTS）ラチャテウィ駅 徒歩 5分 

敷地面積 3,884 ㎡ 

専有面積 住宅 20,806 ㎡、商業 200 ㎡ 

規  模 36 階建 

戸    数 550 戸 

スケジュール 

 

2014 年 10 月    販売開始 

2014 年 12 月    建物着工 

2017 年 1 月    建物竣工 

 

※アナンダ社について 

   ・1999 年に設立され、2012 年 12 月にタイ証券取引所に上場したタイ有力住宅デベロッパー。 

・傘下に住宅管理会社、仲介会社、建設会社を持ち独自のバリューチェーンを構築しており、 

また、潜在顧客を会員とした会員組織も運営。 

・快適な都心居住のライフスタイルをメディアを通じて提案し、都心の駅から近い物件に 

注力している。  

・時価総額約 390 億円（2014 年 9 月時点）、売上高 295 億円（2013 年度）。 

 

 

 



 

 

＜添付資料 1＞位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜添付資料 2＞バンコクの BTS（高架鉄道）、MRT（地下鉄）、ARL（エアポートレールリンク）の路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BTS N8
モーチット(MO Chit)
MRT
チャットゥチャック パーク
(Chatuchak Park)

乗換え可能駅

乗換え可能駅

乗換え可能駅

乗換え可能駅

乗換え可能駅

乗換え可能駅

BTS N2
パヤ タイ (Phaya Thai)
ARL パヤタイ エクスプレス
ARL シティーライン
パヤ タイ (Phaya Thai)

BTS
サイアム (Siam)

BTS S2
サラデーン (Sala Daeng)
MRT
シーロム (Si Lom)

ARL シティライン
ARL マッカサンエクスプレス
ARL エクスプレスライン

スワンナブーム国際空港
(Suvamabhumi Airport)

ARL バヤタイ エクスプレス
ARL マッカサンエクスプレス
ARL シティライン
マッカサン (Makkasan)
MRT  ペッチャブリ

(Phetchaburi)

BTS E4
アソーク (Asok)
MRT
スクンビット
(Sukhumvit)

N1

N3

N4

N5

N7

W1

S1

S3

S5S6S7S8

E1 E2 E3

E5

E6

E7

E8

E9

E10

E11

E12

E13

ﾊﾞﾝｽｰ
(Bang Sue)

ｶﾝﾍﾟｰﾝﾍﾟｯﾄ
(Kamphang phet)

ﾊﾟﾎﾟﾝ ﾖｰﾃｨﾝ
(Phahon Yothin)

ﾗｯﾌﾟﾗｵ
(Lat Phrao)

ﾗﾁｬﾀﾞﾋﾟｾｰｸ
(Ratchadapisek)

ｽﾃｨｻｰﾝ
(Sutthisan)

ﾎﾜｲｸﾜﾝ
(HuaiKhwang)

ｽｰﾝﾜﾀﾅﾀﾑ ﾍﾝ ﾌﾟﾗﾃﾞｰﾄﾀｲ
(Thailand Cultural Center)

ﾊﾟﾗﾑｶﾞｵ
(Phra Ram9)

ﾗｰﾁｬﾌﾟﾗﾛｯﾌﾟ
(Ratchaprarop) ﾗﾑｶﾑﾍﾝ

(Ramkhamhaeng)
ﾗｰﾄｸﾗﾊﾞﾝ

(Lat Krabang)

ﾌﾜﾏｰｸ
(HuaMak)

ﾊﾞｰﾝﾀｯﾌﾟ ﾁｬｰﾝ
(Ban Thap Chang)

ﾗﾁｬﾃﾞｰｳｨｰ
(Ratcathewi)

ｻﾅｰﾑｷﾗｰﾍﾝﾁｬｰﾄ
(Natuonal Stadium)

ﾌｱﾗﾎﾞｰﾝ
(Hua Lamphong)

ｻﾑﾔｰﾝ
(Sam Yan)

ﾙﾝﾋﾞﾆｰ
(Lumphini)

ｸﾛﾝﾄｩｰｲ
(Khlong Toel)

ｽｰﾝﾌﾟﾗｷｭｰﾑ ﾍﾝﾁｬｰﾄ ｼﾘｷｯﾄ
(Queen Sirikit Convention Center)

ﾁｮﾝ ﾉﾝｼｰ
(Chong Nonsi)ｳｫﾝｳｨｴﾝﾔｲ

(Wongwian Yai)

ｸﾙﾝﾄﾝﾌﾞﾘｰ
(Krung Thon Buri)

ｽﾗｻｯｸ
(Surasak)

ｻﾊﾞｰﾝﾀｸｼﾝ
(Saphan Taksin)

ﾗﾁｬﾀﾞﾑﾘｰ
(Ratchadamri)

ｻﾊﾞｰﾝ ｸﾜｲ
(Saphan Khwai)

ｱﾘｰ
(Ari)

ｻﾅｰﾑ ﾊﾟｵ
(Sanam Pao)

ﾋﾞｸﾄﾘｰﾓﾆｭﾒﾝﾄ
(Victory Monument)

ﾌﾟﾛﾝ ﾎﾟﾝ
(Phrom Phong)

ﾄﾝﾛｰ
(Thong Lo)

ｴｶﾏｲ
(Ekkamai)

ﾌﾟﾗ ｶﾉﾝ
(Phra Khanong)

ｵﾝﾇｯﾄ
(On Nut)

ﾊﾞﾝﾁｬｯｸ
(Bang Chak)

ﾌﾟﾝﾅｳｨﾃｨ
(Punnawithi)

ｳﾄﾞﾑｽｯｸ
(Udom Suk)

ﾊﾞﾝﾅｰ
(Bang Na)

ﾅﾅ
(Nana)

ﾌﾟﾙﾝﾁｯﾄ
(Phloen Chit)

ﾁｯ ﾄﾛﾑ
(Chit Lom)

BTS スカイトレイン (スクンビット線)

BTS スカイトレイン (シーロム線)

MRT 地下鉄

ARL エアポートレールリンク
(エクスプレスライン)

ARL エアポートレールリンク
(マッカサン エクスプレス)

ARL エアポートレールリンク
(シティライン)



＜添付資料 3＞当社が東南アジアで事業推進中の物件一覧（分譲済みの住宅事業は除く） 

 

事業形態 計画地 物件名 着工 竣工（予定） 共同事業者

分譲住宅 タイバンコク アシュトン･アソーク 2015/2 予定 2017/8 アナンダ 

分譲住宅 タイバンコク イデオ Q サイアム・ラチャテウィ 2014/12 予定 2017/1 アナンダ 

分譲住宅 タイバンコク イデオ Q チュラサムヤーン 2014/6 2016 アナンダ 

分譲住宅 シンガポール ネイザンスイーツ 2010/9 2014/7 ホンリョン 

分譲住宅 シンガポール バートレーリッジ 2013/3 2016/5 ホンリョン 

分譲住宅 シンガポール キャンベラドライブ 2015/2 予定 未定 ホンリョン 

分譲住宅 シンガポール イーシュン 51 2015/5 予定 未定 ホンリョン 

分譲住宅 マレーシアクアラルンプール ザ・ミューズ 2014/7 2017 E＆O 

分譲住宅 マレーシアプタリンジャヤ ジオ レジデンス 2014/7 2017 サンウェイ 

分譲住宅 インドネシアジャカルタ チトラガーデンシティ 2014/11 予定 2018 チプトラレジ

デンス 

分譲住宅 インドネシアタンゲラン チトララヤエコポリス 2013/10 

 

未定 チプトラレジ

デンス 

ホテル シンガポール セントレジス 稼働中 稼働中 ホンリョン 

商業施設 マレーシアクアラルンプール （仮称）三井アウトレットパーク ク

アラルンプール国際空港 

2014/4 2015 年初頭 Malaysia Airports 

Holdings Berhad 

※他アジア都市では、中国で商業施設事業「杉井アウトレット広場・寧波」「（仮称）ららぽーと上海金橋」な

らびに分譲住宅事業を、台湾で商業施設事業「（仮称）台湾林口アウトレット計画」を推進しております。 

 

 

 

 

 


